
公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

この他にも、6 月 12 日（日）の子育て支援講演会や秋には宝ものに関連した作品の展示会、公民館や図書

館の資料を整理していただく事業等、多くの事業の実施を予定しており、町民の皆さんから「気軽に立ち寄

れる公民館づくり」を目指していきます‼ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 内    容 

文化芸術鑑賞会 

小中学生及び一般町民に優れた芸術に触れる機会を提供します。 

今年度は 6月 9日（木）13時 30分から町民体育館において、演劇「ヘレン・ケ

ラー」を上演し、迫力ある舞台装置で感動のストーリーをご覧いただきます。 

未来の夢子ども講演会 

国内外の第一線で活躍されている方から講演していただきます。昨年度は、水

泳の五輪銀メダリストである中村真衣氏に講演していただきました。 

今年度の講師は未定ですが、10月頃の開催を予定しています。 

東京芸術大学 

スケッチ合宿 

芸術の日本最高学府である東京芸大の学生を招致し、街並のスケッチ画制作（町

へ寄贈）やスケッチ画講習会、作品鑑賞会を実施します。 

今年度も 8 月に予定しておりますが、同時期に実施していた二松学舎大学書道

合宿については、事情により実施の有無を現在検討中です。 

生涯学習フェスティバル 
町民の文化、芸術的な発表の場として開催し、秘めた才能を披露します。 

11月 2日（水）～3日（祝）の開催を予定しています。 

良寛さんの心書道展 
子どもたちに良寛さんのやさしい心を継承するため実施します。 

9月 10日（土）～22日（祝）に小中学生の全作品の展示を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 5 月 11 日発行 

編集：出雲崎町公民館 

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

平成 27 年度には、中央公民館は延べ 12,031 人、海岸公民館は延べ 2,177 人の大勢の皆さまからそれぞれ

ご利用いただき、大変ありがとうございました。 

公民館では、平成 28 年度も多くの皆様からご利用いただきたく、4 月号では予定している教室を紹介させ

ていただきました。今月号では教室以外の主な事業を紹介させていただきます。事業の詳細な内容について

は、毎月の公民館だよりや全戸配布文書等でご案内させていただきます。 

○書道教室 １２日（木）・１９日（木）  ○英会話教室 １２日（木）・２６日（木） 

○出雲崎ッズ １６日（月）・３０日（月） ○さわスポ教室 １７日（火） ○ちぎり絵教室 １７日（火） 

○ノーメディア・デー ２０日（金）・３０日（月）  ○ガーデニング教室 ２８日（土） 

 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館 

 

 

 

 

 

 

                        

 

町立図書館（海岸公民館） 

 

 

 

 

 

 

                        

 

昨年度も右表のとおり多くの皆さまから図書館を

ご利用いただき、ありがとうございました。今年度

も皆さまから愛される図書館を目指していきます。 

 

図書館名 延べ利用者数 貸出冊数 

町立図書館（海岸公民館） 2,094 人 2,443 冊 

中央公民館 802 人 1,250 冊 

 

 

4 月 7 日（木）、山形県立米沢女子短期大学国語国文学科 1 年の学生 120

名が来館しました。 

国文学科を専攻されている学生ということで良寛の詩、歌の内容の理解

も早く、解説もスムーズに運びました。残念なことは学生のほぼ全員が、

良寛さんについて知らなかったことです。ですが良寛漢詩『憶在円通時』

の、良寛さんが育てていただいた、師国仙への恩を感じ涙を流す内容に触

れ「自分も同じ経験がある」と頷かれていた学生もいました。 

これをご縁にして、良寛さんを卒論のテーマにしてくださる学生が増え、

良寛記念館がこの様な教育ツアーに組込まれることを願っております。 

 

図書館に入った、新しい本を紹介します。 

 

出雲崎町と長岡市の両教育委員会が運営している長岡地域理科教育センターでは、「春の天体観測会」を

下記のとおり開催し、夜空に輝く春の大三角形や木星、土星、火星を観察します。 

火星は二年ぶりの大接近となります。普段なかなか経 

験できない天体観測をお子様やご友人と一緒に参加して 

みてはいかがでしょうか！？今まで味わったことのない 

感動を得られるかもしれません。 

なお、今年度は他に 8 月 9 日（火）と 3 月 21 日（火） 

の 2 回予定しています。 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

寿々が江戸まちめぐりというブログを開設することにな

り―「江戸の味」を求めて、浅草、日本橋、神田、築地へ…。

寿々は、料理も街も人も、時間がずーっとつながっているこ

とを知り、日々の暮らしと人生の愛しさを感じるのだった。 

すしそばてんぷら ･･･藤野 千夜 著 

僅かな月日でも好きなように生きられたら―。北町奉行所

同心の夫を亡くした商家出のうめは、気ままな独り暮らしを

楽しもうとしていた矢先、甥っ子の隠し子騒動に巻き込ま

れ、ひと肌脱ぐことを決意するのだが…。 

真夜中に開店する不思議なパン屋に、手から白いハトを出

す怪しげな中年男が現れる。それが店を揺るがす大騒動の幕

開けだった。一方、母親と久しぶりの対面を果たした希実だ

ったが、その隣にいたのは実に意外な人物で…。 

七海は、仕事をクビになり、結婚は浮気の濡れ衣を着せ

られた。行き場をなくした七海は、メイドのバイトを引き

受ける。あるじのいない大きな屋敷で待っていたのは、も

うひとりのメイド、真白。現代の嘘と希望と愛の物語。 

真夜中のパン屋さん-午前 4 時の共犯者- 

 ･･･大沼 紀子 著 

リップヴァンウィンクルの花嫁 

･･･岩井 俊二 著 

うめ婆行状記 ･･･宇江佐 真理 著 

「良寛さんの雪を喩えにつかう
表現が美しい」と感想がありまし
た。 

日 時：5月 30日（月）午後 7時 30分～9時 

  （雨天・曇天の場合は 6月 1日（水）） 

会 場：長岡市教育センター 

申込み：5月 25日（水）～27日（金）まで 

    長岡市教育センター ☎ 32-3792 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

―
小
学
４
年
生 

は
じ
め
て
の
俳
句
― 

 〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

乙
茂
・
赤
坂
山
に
残
る
史
蹟
（
一
）
…
南
北
朝
の
戦
い 

 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

 
色
と
り
ど
り
の
ツ
ツ
ジ
の
花
が
満
開
だ
。
出
雲
崎

町
の
花
は
「
赤
坂
ツ
ツ
ジ
」
で
あ
る
。
他
地
域
で
は

あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
三
つ
葉
が
特
長
で
、
花
は
ピ
ン

ク
色
（
和
名 
ユ
キ
グ
ニ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
）
。
今
が
盛

り
と
咲
い
て
い
た
。 

  

こ
の
乙
茂
・
赤
坂
山
は
古
戦
場
地
で
あ
る
（
町
史

跡
指
定
）
。
先
日
、
同
じ
職
場
で
乙
茂
に
在
住
す
る
渡

辺
一
敏
係
長
の
協
力
を
得
て
、
赤
坂
山
を
見
て
回
っ

た
。 古

戦
場
だ
っ
た
一
つ
は
、
1336
年
か
ら
56
年
間
続
い

た
南
北
朝
時
代
の
争
乱
で
あ
る
。
京
都
（
足
利
尊
氏

が
擁
立
し
た
光
明
天
皇
・
北
朝
方
）
と
吉
野
（
後
醍

醐
天
皇
・
南
朝
方
）
の
戦
い
は
全
国
各
地
に
及
ん
だ
。 

後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
宗
良
（
む
ね
よ
し
）
親
王
は

征
東
将
軍
（
東
国
を
征
伐
す
る
総
大
将
）
と
し
て
新

田
一
族
を
従
え
て
越
後
に
入
っ
た
。
赤
坂
山
で
の
戦

い
は
新
潟
県
史
、
出
雲
崎
町
史
に
記
載
の
「
三
浦
和

田
羽
黒
氏
文
書
」
か
ら
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

（
文
書
に
は
乙
茂
は
「
乙
面
」
と
記
さ
れ
て
い
る
） 

「
文
和
2
年
（
1353
）
11
月
6
日
、
赤
坂
山
を
主
力

本
拠
地
と
し
て
新
田
義
宗
、
脇
屋
義
治
ら
を
従
え
た

宗
良
親
王
軍
を
北
朝
方
の
大
将
三
浦
和
田
三
郎
の
大

軍
が
攻
め
た
。
2
昼
夜
に
及
ぶ
戦
い
で
親
王
方
も
奮

戦
し
た
が
、
つ
い
に
没
落
し
蔵
王
堂
（
長
岡
市
）
に

退
い
た
」
と
あ
る
。 

高
さ
2
Ｍ
に
も
及
ぶ
、
「
宗
良
親
王
御
奮
戦
地
」

（
昭
和
21
年
11
月
建
立
）
の
碑
が
眺
望
の
よ
い
赤
坂

山
（
男
山
と
呼
ば
れ
登
山
道
右
手
側
。
左
手
は
女
山
）

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
「
北
方
博
物
館
長
、 

新
潟
県
立
図
書
館
長 

齋
藤
秀 

平
」
の
銘
も
刻
ま
れ
て
い
た
。 

（
写
真
１
） 

 

宗
良
親
王
は
幼
い
頃
か
ら
、
母
二
条
為
子
の
影
響

を
受
け
和
歌
に
親
し
ん
だ
。
転
戦
の
生
涯
に
あ
っ
て

も
歌
道
を
怠
ら
ず
、
後
年
、
歌
集
「
李
花
集
」
を
ま

と
め
た
。
東
国
に
赴
い
た
時
の
親
王
の
歌
詠
が
あ
る
。 

『
思
ひ
き
や
手
ふ
れ
ざ
り
し
梓
弓
（
あ
ず
さ
ゆ
み
） 

お
き
ふ
し
わ
が
身
な
れ
ん
も
の
と
は
』 

【
（
元
来
、
自
分
は
法
親
王
の
身
分
で
あ
れ
ば
、
法
衣

こ
そ
着
れ
）
実
に
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

（
武
士
の
持
つ
べ
き
）
弓
な
ど
は
手
に
触
れ
た
こ
と

さ
え
な
か
っ
た
の
に
、（
世
の
乱
れ
の
た
め
に
）
そ
の

弓
を
寝
て
も
覚
め
て
も
我
が
身
か
ら
離
さ
ず
慣
れ
親

し
む
よ
う
に
な
っ
た
】（
國
漢
文
講
義 

友
田
冝
剛
述 

参
照
） 

 

そ
の
歌
碑
が
、
赤
坂
山
中
腹
に
あ
る
森
閑
と
し
た

木
立
の
中
に
、
他
の
墓
・
塚
と 

と
も
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
往 

時
が
偲
ば
れ
、
親
王
の
想
い
が 

う
か
が
え
る
。（
写
真
２
） 

 

赤
坂
山
は
、
そ
の
他
に
も
戊
申
戦
争
や
峠
道
（
馬

頭
観
音
碑
・
良
寛
歌
碑
な
ど
）
に
関
し
て
も
歴
史
が

あ
る
。
そ
れ
ら
は
次
号
に
回
す
と
し
て
、
乙
茂
地
域

も
紙
面
に
言
い
尽
く
せ
な
い
も
の
が
沢
山
あ
る
。 

他
参
照
文
献 

・
「
赤
阪
山
公
園
と
良
寛
様
の
歌
碑
」

（
渡
辺
慶
治
著
・
編
集 

出
雲
崎
良
寛
景
慕
会
発

行
）
・「
乙
茂
の
歴
史
」（
渡
辺
一
三
著
） 

春
雷
や
宥
め
の
効
か
ぬ
反
抗
期 

て
ま
り
団
地 

本
間 

加
津 

春
満
月
熊
本
照
ら
せ
地
震

な

い

の
地
を 

川 

西 
 
 

生
田 

恒
憲 

晩
春
や
鍵
盤
叩
く
指
ほ
ぐ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

尼 

瀬 
 

小
田 

ま
り 

恋
猫
に
出
会
ふ
夜
陰
の
舟
溜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

尼 

瀬   

斎
藤 

凡
太 

青
空
に
さ
き
ほ
こ
る
花
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
井 

聖
悟 

い
ろ
い
ろ
な
色
が
た
く
さ
ん
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
林 

侑
李 

リ
レ
ー
だ
よ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
た
ち
お
う
え
ん
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
口 

煌
人 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
虫
の
い
っ
ぴ
き
み
つ
と
り
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村 

栞 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
い
ろ
い
ろ
な
色
あ
っ
た
よ
ね 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
山 

莉
月 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
が
め
て
書
い
て
か
ん
さ
つ
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

磯
木 

音
色 

（写真１） （写真２） 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：6月 5日（日）午前 9時から開会式 

※雨天中止 

会 場：町民野球場 

条 件：1チーム 10名 ※以下の条件を満たすこと 

    ※女性、小学生、50歳以上の男性 3名 

申込み：5月 27日（水）までに町民体育館へ 

問合せ：78－4700（町民体育館） 

その他：グローブをお持ちの方は持参ください。 

 

 

 4月 19日（火）に平成 28年度「さわやかスポーツ教室」

の開講式と 1回目の教室を開催しました。 

月 1～2 回のペースで年間を通して活動するさわやかス

ポーツ教室は今年度 42名の方が受講します。ストレッチ

や体操のほか、秋には外に出てウォーキングも楽しめま

す。元気な毎日の第 1歩として運動習慣をつけてみません

か。途中からの参加も大歓迎ですので、興味をお持ちの方

は町民体育館までご連絡ください。（℡：78-4700） 

教室開催日は表紙の事業予定等でご確認ください。 

対 象：小学生(1年生～6年生) 

 会 場：柔道場 (柔道)、町民体育館 (剣道) 

 日 時：柔道 毎週火・金 19:00～20:30 

     剣道 毎週月・金 19:30～20:30 

 申込み：体育館事務室、または教室開催日に直接

講師の方にお申し込みください。 

公民館では柔道・剣道教室を通年で開催していま

す。各種大会のほか、12月には昇級審査会も開催さ

れます。武道に興味がある元気な児童の参加をお待

ちしています。 

公民館では下記のとおりソフトボール大会を開催い

たします。地域、ご家族、ご友人でぜひ参加ください！ 

日 時：5月 29日（日）午前 7：35スタート 

 会 場：大新潟カントリークラブ（出雲崎コース） 

 内 容：18ホールストロークプレー 

     新々ぺリア方式（隠しホール 9ホール） 

  申込み：5月 22日（日）まで 

 その他：詳細は下記へご連絡ください。 

ゴルフコース ℡:78-3711 町 商 工 会 ℡:78-2064 

清水フード ℡:78-2077 町民体育館 ℡:78-4700 

5/11, 18, 25（水）19:30～21:00 

 今年も出雲崎町民親善ゴルフ大会の季節とな

りました。ふるってご参加ください。 

 町民体育館が保管している昨年度の忘れ物は現在

55 点あります。5月末までに持ち主が見つからない

場合は廃棄いたします。あわせて玄関の置き傘、靴

も整理しますので、心当たりのある方は町民体育館

事務室までご連絡ください。 

主な忘れ物 

・タオル 

・パーカー 

・眼鏡 

・手袋 

・イヤホンほか 

※6月 9日（木）9:00～17:00 公民館行事のためアリーナ  

 は利用できません。 


